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FAXTEL住　　所〒地域YWCA

　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）釧路

兼０１１‐７２８‐８０９０札幌市北区北７条西６丁目
北海道クリスチャンセンター内０６０‐０８０７札幌

０１３８‐５４‐９５４８０１３８‐５１‐５２６２函館市松陰町１‐１２０４０‐０００３函館
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）弘前

０２２‐２６５‐９３１００２２‐２２２‐９７１４仙台市青葉区上杉２‐１‐１０９８０‐００１１仙台
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）福島

兼０４８‐８３１‐６４４８さいたま市浦和区常盤５‐１０‐６３３０‐００６１浦和
０３‐３２９３‐５５７００３‐３２９３‐５４２１千代田区神田駿河台１‐８１０１‐００６２東京
０４２２‐５３‐１４３６０４２２‐５２‐３８８１武蔵野市中町１‐１９‐１６１８０‐０００６武蔵野センター

０３‐５９１４‐１８５６０３‐５９１４‐１８５４板橋区坂下１‐３４‐２５１７４‐００４３板橋センター

０４２‐４８２‐２４４８０４２‐４８３‐５１５１調布市国領７‐１１‐１１８２‐００２２国領センター

０３‐３２６８‐４４５２０３‐３２６８‐４４５１新宿区市ヶ谷砂土原町３‐１‐１１６２‐０８４２砂土原センター

０４５‐６６２‐０９２６０４５‐６８１‐２９０３横浜市中区山下町２２５２３１‐００２３横浜
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）湘南

兼０４６３‐２１‐１９９０平塚市八重咲町２４‐３１２５４‐０８１１平塚
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）甲府
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）新潟
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）静岡
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）浜松

０５２‐９６１‐７７１９０５２‐９６１‐７７０７名古屋市中区新栄町２‐３４６０‐０００４名古屋
０７５‐４３１‐０３５２０７５‐４３１‐０３５１京都市上京区室町通出水上ル６０２‐８０１９京都
０６‐６３６１‐２９９７０６‐６３６１‐０８３８大阪市北区神山町１１‐１２５３０‐００２６大阪
０６‐６８７２‐０５０３０６‐６８７２‐０５２７吹田市古江台３‐９‐３５６５‐０８７４大阪YWCA千里

０７８‐２３１‐６６９２０７８‐２３１‐６２０１神戸市中央区二宮町１‐１２‐１０６５１‐００９３神戸
兼０８２‐２４１‐５３１３広島市中区大手町４‐３‐１０７３０‐００５１広島
０８２３‐２１‐２５１４０８２３‐２１‐２４１４呉市幸町３‐１７３７‐００２８呉
兼０８９‐９３５‐５１９１松山市大街道３‐２‐２４７９０‐０００４松山
０９２‐７１２‐２５１５０９２‐７４１‐９２５１福岡市中央区舞鶴２‐８‐１５８１０‐００７３福岡

０９５‐８２４‐４３３４FAXのみ長崎市銀屋町１‐５
長崎銀屋町教会気付８５０‐０８５４長崎

兼０９６‐３４６‐３４１９熊本市黒髪２‐２７‐２１８６０‐０８６２熊本
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）沖縄

（２００９.３現在）

　

当
会
は
�
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

に
�
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
１
９
９
９

年
に
活
動
を
開
始
、「
こ
と
ば
の
力
」

「
人
が
育
つ
」「
生
き
る
糧
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
多
様
な
分
野
の
研
究
者

を
招
い
て
毎
年
３
回
の
連
続
講
座
や

公
開
講
演
会
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
養
成
講
座
か
ら

発
足
し
た
２
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
研
究
会
は
、
活
動
の
成
果
を
子

ど
も
文
庫
支
援
と
し
て
地
域
に
還
元

し
て
き
た
。

　

本
年
１
月　

日
（
土
）
に
は
ノ
ン

３１

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
柳
田
邦
男
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
メ
デ
ィ
ア
社
会

と
こ
ど
も
の
心
〜
な
ぜ
今
、
絵
本
か

〜
」
を
主
題
に
、　

周
年
記
念
講
演

１０

会
を
神
戸
教
会
礼
拝
堂
で
開
催
し
た
。

当
日
は
悪
天
候
の
な
か
、
高
校
生
、

保
育
士
・
幼
稚
園
・
小
中
高
・
大
学

教
員
、
会
社
員
、
介
護
士
、
塾
講
師
、

文
庫
関
係
者
、
絵
本
作
家
な
ど
、
近

畿
圏
は
も
と
よ
り
熊
本
・
敦
賀
・
名

古
屋
か
ら
も
、　

代
か
ら　

代
ま
で

１０

８０

　

人
を
超
え
る
参
加
者
が
来
場
さ
れ

２００た
。
講
演
で
は
、
ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ

ト
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
悪
影
響
へ
の

警
鐘
と
優
れ
た
絵
本
の
持
つ
意
義
と

価
値
が
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
、

ゾ
ウ
さ
ん
」「
ヤ
ク
ー
バ
と
ラ
イ
オ

ン
」
な
ど
多
数
の
絵
本
と
具
体
的
な

事
例
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
、
予
定
時

間
を
越
え
て
熱
心
に
語
り
続
け
ら
れ

た
。
サ
イ
ン
会
で
も
一
人
ひ
と
り
に

て
い
ね
い
な
対
応
を
さ
れ
る
柳
田
さ

ん
の
お
人
柄
に
、
受
講
者
と
も
ど
も

委
員
も
感
銘
を
受
け
、
講
演
会
は
好

評
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
た
。

　

こ
の　

年
間
に
継
続
・
新
規
の
マ

１０

ザ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
受
講
者
は　

の
都

１５

府
県
に
広
が
っ
て
い
る
。
従
来
の
活

動
を
よ
り
広
め
、
深
め
る
た
め
に
、

引
き
続
き
児
童
文
学
に
関
す
る
講
座

の
開
講
・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
指
導

者
の
養
成
・
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
生

か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
地

域
へ
の
貢
献
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
今
回
の
講
演
会
の
主
題
に
広
い

関
心
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、

よ
り
多
く
の
人
に
働
き
か
け
ら
れ
る

よ
う
な
企
画
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

 

神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

長
谷
川
竹
乃

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費
（
以
下
敬
称
略
）

藤
田
純
子　

江
口
世
都　

大
見
川
昭
子

安
倍
愛
子

平
和
教
育
資
金　

石
井
摩
耶
子　

オ
リ
ー
ブ
の
木
募
金

加
藤
朝
子　

折
戸
和
子　

細
野
悠
理
子

片
野
光
子　

田
中
哲
男　

四
宮
大
二
郎

高
柳
博
一　

横
山
正
代　

女
子
学
院
宗
教
部　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
紫
野
教
会
教
会
学
校

国
際
協
力
募
金
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル

マ
）
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
災
者
救
援
募
金
」

名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

国
際
協
力
募
金
「
中
国
四
川
省
大
震
災
被

災
者
救
援
」　

名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

国
際
協
力
募
金
「
緊
急
国
際
協
力
募
金
」

名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

湘
南
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

国
際
協
力
募
金
「
ガ
ザ
の
女
性
と
子
ど
も

支
援
募
金
」

梶
山
順
子　

松
田
和
子　

京
馬
伸
子　

寺
田
藤
子　

手
島
千
景　

渡
辺
玲
子　

渡
辺　

峯　

鈴
木
み
き　

辻　

加
代　

大
谷　

翠　

土
屋
さ
き　

仁
木
三
智
子　

ラ
ン
デ
ス
ハ
ル　

中
島
ま
り
英

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団　

静
岡
教
会

街
頭
募
金
（
函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）

函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

浦
和
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

ク
リ
ス
マ
ス
献
金

横
浜
英
和
学
院　

女
子
聖
学
院
中
学
高
等

学
校　

弘
前
学
院
聖
愛
中
学
高
等
学
校　

捜
真
女
学
校
高
等
学
部
中
学
部

日
本
基
督
教
団　

六
角
橋
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団　

静
岡
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団　

阿
佐
谷
東
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団　

松
戸
教
会

福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
寄
付　

仁
科
弥
生　

唐
崎
旬
代

 

（
２
０
０
９
年
２
月　

日
現
在
）

２０

マザースカレッジ10周年

メディア社会とこどもの心
～なぜ今、絵本～

　日本YWCAビジョン２０１５委員会では、女性の

リーダーシップ養成の一環として、日本YWCA

および地域YWCAで展開するワークショップ＆

ファシリテーターの派遣を実施しています。第

１期では、４カ所のYWCA（函館・福島・広

島・松山）にファシリテーターを派遣しました。

　函館YWCAでは１月３１日（土）、「平和のスキ

ルを身につける 」と題して長谷邦彦さん（京都

YWCAほーぽのぽの会）をファシリテーターに迎え、昼食をはさんで６時間の

ワークショップを実施。

　福島YWCAは２月７日（土）、「風通しのよい関係つくりのために」（ファシリ

テーター：赤澤ヒロ子さん・ウィメンズカウンセリング名古屋YWCA）を開催

し、３５名が参加、参加者から次のような感想が寄せられました。「自己尊重の話

が心に残りました。生き方が楽になり、自由な気持ちになりました」。「このよう

な学習が、小中学校の授業の中に組み込まれてほしい」。

　広島YWCAでは２月１４日（土）、「私を表現してみよう－アートワークで自己

発見」（ファシリテーター：小島幹子さん・ウィメンズカウンセリング名古屋

YWCA）を実施。３月２０日には、松山YWCAで「女性のためのこころとからだ

を自分で守る－セルフディフェンス講座」（ファシリテーター：具ゆりさん・

ウィメンズカウンセリング名古屋YWCA）が予定されています。

　現在第２期の募集中です。第２期は、「理科大好き！もっと見たーい！自分で

やりたーい！」（松山YWCAキララ理科実験工作教室）や「おひとり様の老後を

考える」（ウィメンズカウンセリング名古屋YWCA）といった新たなワーク

ショップも含め、全部で１６のワークショップを紹介しています。

卒業生へ「YWCAパスポート」プレゼント
　現在日本YWCA加盟校となっている全国３５のキリ

スト教主義学校からは、毎年１００名前後の中高

YWCAメンバーが高校を卒業していきます。社会や

国際問題についての学習・地域での奉仕活動などを

経験して来た若者たちが、日本各地または世界各国

にYWCAがあり、同じ理想を掲げて活動しているこ

とを知ってほしいと願って、小さな冊子「YWCAパ

スポート」を作成し、卒業のお祝いとすることにし

ました。各種プログラムや学びの機会、あるいは地

域YWCAの連絡先などの情報は、若者たちに、新し

い土地や環境での生活のなかで、困難なとき、将来の夢の実現へ向けた手がか

りを探す時のガイドとなってほしい。そして各地のYWCAの皆さまには、常に

温かい受け入れの用意をお願いしたいのです。それはまた、若者たちを送り出

した教師の方々の願いでもあります。 中高YWCA委員会

▼
「
ガ
ザ
封
鎖
解
除
の
署
名
」
は
３

月　

日
現
在
、
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に 

１０
４
９
５
９
筆
を
お
送
り
い
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
ガ
ザ
の
女
性
と
子
ど
も
た

ち
へ
の
緊
急
支
援
募
金
は
３
月　

日
１０

現
在　

万
１
４
９
５
円
を
い
た
だ
き

５４

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

訂
正
（
３
月
号
２
面
）

　
「
児
童
買
春
・
ポ
ル
ノ
禁
止
法
の

１
日
も
早
い
改
正
を
！
」
で
、
民
主

党
が　

月
に
改
正
骨
子
発
表
と
あ
り

１１

ま
す
が
、
６
月
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

The Young Women's Christian Association No.681

日本YWCAの使命（ミッション） 
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する 
世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む 

第29総会期主題 
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節 

日本YWCAビジョン2015
（1）非核・非暴力による平和を構築する　 
　  ・平和憲法をまもり、世界に広める 
　  ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く 
　  ・女性と子どもの権利をまもる 
　  ・パレスチナYWCAの活動を支援する 
（2）若い女性のリーダーシップを養成する 
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タ
イ
に
来
て
１
年
半
が
過
ぎ
た
。
今
私
は
、
平
日
の
ほ

と
ん
ど
を
障
が
い
者
の
人
た
ち
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
。

　

タ
イ
で
は
、
政
府
や
会
社
で
な
く
社
会
活
動
を
す
る
団

体
を
総
称
し
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
私
が
暮
ら
す

場
所
も
ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
務
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
人
の
多
く
が
障
が
い
を
持
つ
当
事
者

だ
。

　

彼
ら
は
、
障
が
い
者
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、

地
域
内
の
障
が
い
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
当
事
者
同
士
に
よ
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
制

度
等
の
情
報
伝
達
・
介
助
者
支
援
な
ど
で
あ
る
。

　

タ
イ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
障
が
い
者
は
家
族
と
生
活
し

て
い
る
。
地
域
で
家
族
や
友
人
と
暮
ら
す
こ
と
は
幸
せ
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、
時
に
は
障
が
い
者
に
関
す
る
情
報
不

足
か
ら
、
行
政
手
続
き
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
家
族
の
中

で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
り
、
自
分
の
障
が
い
を
負
と
感

じ
て
楽
し
み
を
我
慢
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
障
が
い
者
を
訪
問
し
、
悩
み
を
聞
い
た
り
、
情

報
提
供
し
た
り
す
る
の
が
私
の
同
居
人
た
ち
の
主
な
仕
事

（
活
動
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
障
が
い
克
服
」
で
は
な
く

「
自
ら
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
自
己
選
択
や
自
己

決
定
の
あ
り
方
」
を
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
に
社
会
の
障

が
い
理
解
を
変
え
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
彼
ら
の
主
張
だ
。

　

実
は
こ
の
活
動
は
、
日
本
の
障
が
い
者
が
自
ら
の
草
の

根
の
活
動
を
伝
え
た
こ
と
が
契
機
に
な
っ
て
お
り
、
今
で

も
日
本
と
タ
イ
の
障
が
い
者
の
交
流
は
続
い
て
い
る
。

　

近
年
、
タ
イ
政
府
も
障
が
い
者
を
講
師
と
し
て
迎
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
タ
イ
の
状
況
を
み
て
い
る
と
行

政
が
彼
ら
の
後
追
い
を
し
て
い
る
か
に
す
ら
見
え
る
。

　

行
政
に
は
出
来
な
い
き
め
細
か
い
活
動
。
当
事
者
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
活
動
。
そ
れ
を
支
え
た
国
境
を
越
え
た
連

携
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
真
骨
頂
は
そ
こ
に
あ
る
と
痛
感
し
、
彼
ら

の
行
動
力
に
敬
服
す
る
日
々
で
あ
る
。

　

ま
ず
当
事
者
の
声
を
大
切
に
し
民
意
か
ら
社
会
を
変
え

る
。
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
地
域
と
も
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
も

連
結
し
て
い
る
。
地
道
だ
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
活
動
は
、

当
事
者
の
声
を
聞
い
て
社
会
変
革
に
つ
な
げ
る
活
動
だ
と
、

タ
イ
に
来
て
ま
す
ま
す
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

（
京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
）

吉
村
千
恵

　

今
年
は
女
性
差
別
撤
廃
条
約
が
国
連
で
採
択
さ
れ
て
か
ら　
３０

周
年
に
当
た
り
、
わ
が
国
が
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
か
ら　

年
２４

と
な
る
。
長
年
女
性
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
、
男
性
に
隷
従
を
強

い
ら
れ
な
が
ら
も
、
男
女
平
等
を
目
指
し
て
血
の
に
じ
む
よ
う

な
闘
い
を
続
け
て
き
た
多
く
の
日
本
女
性
た
ち
は
、
こ
の
条
約

の
採
択
に
よ
り
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
に
大

き
な
一
歩
を
ふ
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

確
か
に
１
９
８
５
年
以
降
、
い
く
つ
か
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
は
じ
め
と
す
る
男
女
平
等
を
推

進
す
る
た
め
の
法
律
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
状

を
見
る
と
き
、
ま
だ
ま
だ
日
本
社
会
に
お
い
て
は
女
性
差
別
が

横
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
賃
金
格
差
・
管
理
職
女
性
の

数
の
少
な
さ
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

●

　

こ
の
条
約
が
「
ざ
る
法
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の　

条
１８

に
お
い
て
、
締
約
国
は
国
連
事
務
総
長
に
あ
て
て
４
年
ご
と
に

自
国
に
お
け
る
こ
の
条
約
の
進
捗
状
況
、
す
な
わ
ち
、
政
治

的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
・
市
民
的
そ
の
他
の
ど
の
よ

う
な
分
野
に
お
い
て
も
、
人
権
の
尊
重
に
基
づ
い
て
女
性
が
一

切
の
差
別
な
く
、
平
等
に
活
動
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
点
検

し
て
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
報
告
は
、

「
徳
望
が
高
く
、
か
つ
、
こ
の
条
約
が
対
象
と
す
る
分
野
に
お

い
て
十
分
な
能
力
を
有
す
る
専
門
家
」　

人
に
よ
っ
て
構
成
さ

２３

れ
る
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
で
検
討
さ
れ
、
コ
メ
ン
ト
が
つ
け

ら
れ
て
各
国
に
戻
さ
れ
る
。

　

わ
が
国
は
す
で
に
、
広
く
市
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
て
第

６
回
の
女
性
差
別
撤
廃
条
約
実
施
状
況
報
告
書
を
作
成
し
て
い

る
が
、「
前
回
の
報
告
時
点
に
比
べ
て
、
女
性
差
別
撤
廃
に
進

展
が
見
ら
れ
た
」
と
い
う
政
府
見
解
に
は
、「
表
面
に
は
、

は
っ
き
り
見
え
な
い
け
れ
ど
も
実
質
的
な
差
別
が
、
随
所
に
見

え
隠
れ
し
て
い
る
」
と
言
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
私
た
ち
は

普
通
「
女
性
差
別
」
と
い
う
が
、
政
府
の
用
い
る
言
葉
は
、

「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
（
正
式
名
称
は
『
女
子
に
対
す
る
あ
ら

ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
』）
で
あ
り
、「
女
子

差
別
撤
廃
委
員
会
」
で
あ
る
。「
女
・
子
ど
も
は
…
」
と
い
う

表
現
に
は
、
明
ら
か
に
男
性
に
比
し
て
、
一
段
と
低
い
も
の
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
女

性
た
ち
の
多
く
が
、「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
い
る
こ
と
に
政
府
も
も
う
少
し
敏
感
に
反
応
し
て
、
日

本
語
訳
を
変
え
ら
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

●

　

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
女
性
の
団
体
で
あ
る
の
で
、
意
思
決
定
も
活
動

の
場
に
お
い
て
も
性
に
よ
る
差
別
と
い
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
感

じ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
逆
に
、
日
本
の
一
般
社
会
に
お
け
る
女

性
差
別
に
対
す
る
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
が
、
平
和
を
は
じ
め

と
す
る
種
々
の
課
題
に
取
り
組
む
よ
り
も
小
さ
い
と
い
う
状
況

に
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
女
性
と
い
う
よ
り

人
間
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
発
言
を
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
の
会
議
の
場
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
女
性

に
対
す
る
根
強
い
差
別
構
造
に
取
り
組
む
時
、
ま
た
違
う
視
点

か
ら
問
題
が
見
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
も
構
成
メ
ン
バ
ー
の
一
つ
で
あ
る
国
際
婦
人
年
連

絡
会
で
は
、
近
い
う
ち
に
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
実
施
状
況
第

６
回
報
告
」
に
対
し
て
、
問
題
の
あ
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
ご
と
に
く

わ
し
い
意
見
を
付
け
た
も
の
を
政
府
に
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
機
会
が
持
て

れ
ば
、
と
考
え
て
い
る
。

今年は全国総会が開催されます
　臨時全国総会 11月21日（土）午前
　第30回全国総会 11月21日（土）～23日（月・祝）

世界YWCAは女性差別撤廃
条約の履行を求めています

ニャラザイ・グンボンズバンダ　世界YWCA総幹事

　１８５カ国以上が「国連・女性に対

するあらゆる形態の差別撤廃条約」

（CEDAW、通称「女性差別撤廃条

約」）を批准し、さらに多くの国が

固有の法案を採択し、この女性の権

利に関する国際条約を支持しました。

世界各国の政府はCEDAWの履行を

求められています。

　その具体的内容は、女性の人権を

促進するための国内法の承認、女性

に対するサービス、とりわけ健康・

教育・食の安全供給・カウンセリング・交通などのサービスの提供、女

性をエンパワーしジェンダーの不公正を軽減するためのプログラムやプ

ロジェクトに十分な予算を配分することなどがあります。しかし、世界

の多くの女性、特に地域社会や家庭で、暴力・貧困・排除・病気のない

生活を求め日々闘う女性にとって、CEDAWはかけ離れたものとなって

います。

　２００７年に開催された世界YWCA総会では、女性のための世界規模の

運動への支持として、YWCA運動をCEDAWの履行に重点を置くよう求

める決議を採択しました。この決議は、加盟YWCAに自国でのCEDAW

の履行と監視、CEDAW委員会にNGOからの代替レポートやシャドウレ

ポート（影の報告書）などの定期的報告書の準備作業に参加するよう求

めています。

　世界YWCAはCEDAWなどの条約を通じて、また、柔軟に対応する女

性運動によってもたらされた女性の地位の向上を祝福します。成すべき

ことはまだたくさんありますが、世界YWCAは世界中の女性と少女の

生活を改善し、人権とジェンダーの公正を確実に擁護し、促進していく

ことに全力を尽くします。
　

（「コモン・コンサーン」１３７号から抜粋　　　

 翻訳協力：コモン・コンサーン翻訳チーム）

国際婦人年連絡会世話人・東京YWCA会員

江尻美穂子

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
持
つ
力

女性差別撤廃条約が  
国連で採択されてから３０年 
  －日本の現状は？　YWCAは？ 



の
レ
ベ
ル
で
土
地
を
相
続
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
習
慣
的
ま
た
は
宗
教
的

な
法
制
度
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
反
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
法
律
や
、
女
性
の

全
面
的
社
会
参
加
を
認
め
る
こ
と
が

社
会
の
利
益
に
も
な
る
と
の
認
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
通
し
て
、
官
民
双
方
に
お

け
る
差
別
撤
廃
の
た
め
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

２　

平
等
の
達
成

　

政
府
は
女
性
に
対
す
る
法
的
お
よ

び
実
質
的
な
平
等
を
実
現
す
る
た
め

に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
法
的
平
等
に
か
か
わ
る
一
つ
の

例
が
女
性
の
自
動
車
運
転
を
制
限
す

る
上
記
の
例
で
、
こ
れ
は
明
ら
か
に

女
性
を
差
別
す
る
法
律
で
す
。
実
質

的
な
平
等
と
は
、
も
っ
と
広
範
で
さ

ら
に
実
現
困
難
な
類
の
も
の
で
、
法

的
な
平
等
か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込

ん
だ
平
等
で
あ
り
、
法
律
・
政
策
・

習
慣
が
差
別
的
影
響
を
与
え
て
い
な

い
か
ど
う
か
を
問
う
も
の
で
す
。
た

と
え
ば
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
治
療
や
ケ
ア
を

女
性
が
男
性
よ
り
受
け
に
く
い
の
が

社
会
の
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
質
的
平
等
の
構
想
と
は
、
単
に
不

平
等
行
為
の
排
除
だ
け
で
は
女
性
の

平
等
を
保
障
で
き
な
い
こ
と
を
認
識

し
た
も
の
で
す
。
女
性
の
不
平
等
に

対
す
る
長
期
的
影
響
へ
の
対
策
も
同

時
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。

　

実
質
的
平
等
を
達
成
す
る
た
め
に

政
府
が
実
施
で
き
る
行
動
が
３
種
類

あ
り
ま
す
。

　

割
当
て
目
標
を
導
入
し
積
極
的
差

別
是
正
措
置
を
採
用
す
る
。
政
党
に

一
定
の
割
合
の
女
性
を
参
加
さ
せ
る

よ
う
求
め
、
議
会
に
お
け
る
女
性
議

員
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

女
性
を
対
象
に
し
た
効
果
的
な
Ｎ
Ｇ

Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す
る
。
人
身

売
買
反
対
運
動
に
よ
り
さ
ら
な
る
資

金
を
得
、
女
性
を
性
的
奴
隷
に
す
る

人
身
売
買
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

女
性
に
対
す
る
否
定
的
な
固
定
観

念
や
文
化
的
に
作
ら
れ
た
行
動
様
式

を
撤
廃
す
る
。
女
性
は
「
生
ま
れ
な

が
ら
」
母
親
で
あ
り
男
性
に
は
子
ど

も
の
世
話
は
で
き
な
い
、
と
い
う
考

え
方
に
挑
戦
す
る
意
識
改
革
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
国
レ
ベ
ル
で
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
３　

す
べ
て
の
女
性
・
す
べ
て
の

権
利
へ
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
適
用

　

政
治
参
加
・
健
康
・
教
育
・
雇

用
・
家
族
関
係
・
法
制
度
を
含
む
女

性
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
、
政
府
は

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
国
籍
を
取
得
す
る
権
利
・
移

動
の
自
由
・
財
産
を
所
有
す
る
権
利

な
ど
の
人
権
は
、
す
べ
て
女
性
に
も

適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
既
婚

女
性
が
夫
の
側
の
事
情
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
自
分
の
国
籍
を
保
持
す

る
権
利
を
持
て
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま

な
婚
姻
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
女
性
が
自
分
た
ち
の
国
籍
を
子
ど

も
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

年
齢
・
人
種
・
性
的
指
向
・
文

化
・
宗
教
・
障
が
い
・
収
入
状
況
、

そ
し
て
女
性
の
待
遇
に
影
響
す
る
そ

の
他
の
要
因
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域

の
す
べ
て
の
女
性
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
で

規
定
さ
れ
て
い
る
権
利
を
確
実
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
政
府
は
行
動
を

起
こ
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
■
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
や
市
民
社
会
に
は

何
が
で
き
る
の
か

　

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
や
市
民
社
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
で
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ 
の
実
施

状
況
を
監
視
し
、
確
実
な
実
施
を
促

す
変
革
を
推
進
し
、
ま
た
他
の
団
体

と
連
携
し
て
、
条
約
の
実
施
状
況
報

告
を
通
じ
政
府
に
説
明
義
務
を
果
た

す
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

条
約
実
施
状
況
報
告
へ
の
参
加
は

特
に
重
要
で
す
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
４
年
ご
と
の
報
告

義
務
が
各
政
府
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
政
府
は
、

自
国
の
実
施
状
況
を
良
好
だ
と
考
え

が
ち
で
す
。
一
方
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
シ
ャ

ド
ウ
レ
ポ
ー
ト
で
、
政
府
と
は
別
の

見
解
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
シ
ャ
ド
ウ
レ
ポ
ー
ト
と
は

　

政
府
に
よ
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
実
施
状

況
報
告
書
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の

批
判
的
評
価
が
シ
ャ
ド
ウ
レ
ポ
ー
ト

で
す
。
シ
ャ
ド
ウ
レ
ポ
ー
ト
の
ね
ら

い
は
、
女
性
が
直
面
し
て
い
る
深
刻

な
問
題
で
、
政
府
の
報
告
書
で
は
取

り
上
げ
ら
れ
ず
重
視
さ
れ
な
い
問
題

の
広
が
り
や
重
大
さ
を
浮
き
彫
り
に

す
る
こ
と
で
す
。
提
出
さ
れ
た
シ
ャ

ド
ウ
レ
ポ
ー
ト
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委

員
会
が
す
べ
て
目
を
通
し
、
各
政
府

か
ら
の
実
施
状
況
報
告
を
審
議
す
る

際
の
参
考
資
料
と
し
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
Ｃ

Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
知
識
を
地
域
で

広
め
、
女
性
の
権
利
侵
害
に
関
す
る

情
報
を
提
供
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る

「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
シ
ャ
ド
ウ
レ
ポ
ー
ト
」

の
作
成
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ド
ウ
レ
ポ
ー
ト
は
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
側
面
で
の
女
性
の
立
場
を
包

括
的
に
評
価
し
ま
す
。
シ
ャ
ド
ウ
レ

ポ
ー
ト
の
作
成
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、

地
域
の
女
性
た
ち
の
声
を
代
弁
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
政
府
の
報
告
蝙
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世
界
の
多
く
の
女
性
や
少
女
た
ち

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
男
性
や

少
年
と
平
等
な
扱
い
を
受
け
て
い
ま

せ
ん
。
同
じ
仕
事
を
し
て
も
同
じ
だ

け
の
賃
金
は
得
ら
れ
ず
、
ま
た
学
校

に
も
行
け
ず
家
で
兄
弟
や
姉
妹
の
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、

地
域
の
教
会
や
モ
ス
ク
や
シ
ナ
ゴ
ー

グ
で
は
責
任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ

く
こ
と
を
阻
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
１
９
７
９
年
の
国
連
総

会
で
採
択
さ
れ
た
、「
女
性
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
条

約
」（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
、
通
称
「
女
性

差
別
撤
廃
条
約
」）
は
こ
の
よ
う
な

差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。　

カ
国

１８５

以
上
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
調
印
し
て
お

り
、
各
国
政
府
は
新
法
の
採
択
・
政

策
の
転
換
・
意
識
改
革
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
開
始
な
ど
を
含
む
特
別
措
置
を

講
じ
て
差
別
の
撤
廃
を
は
か
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
と
は
？

　

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
国
連
・
政
府
・

女
性
の
人
権
団
体
お
よ
び
活
動
家
に

よ
る
数
十
年
に
及
ぶ
活
動
の
集
大
成

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

１
９
７
５
年
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー

で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
世
界
女
性
会

議
で
、
女
性
の
た
め
の
人
権
条
約
の

規
定
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
７

９
年　

月　

日
に
国
連
総
会
は
Ｃ
Ｅ

１２

１８

Ｄ
Ａ
Ｗ
を
採
択
し
、
こ
れ
に
よ
り
女

性
の
国
際
的
な
権
利
条
項
の
必
要
性

を
国
際
社
会
が
認
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
女

性
を
差
別
か
ら
守
る
最
も
権
威
の
あ

る
国
連
人
権
条
約
で
す
。
こ
れ
は
、

政
治
・
保
健
・
教
育
・
経
済
・
雇

用
・
法
律
・
財
産
・
結
婚
お
よ
び
家

族
関
係
な
ど
の
女
性
の
基
本
的
人
権

に
、
包
括
的
に
取
り
組
む
最
初
の
国

際
条
約
で
す
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
を
批
准
し
た
国
は
、

国
レ
ベ
ル
で
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
実
施

状
況
を
４
年
ご
と
に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委

員
会
に
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
報
告
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

政
府
代
表
は
格
差
や
困
難
に
つ
い
て

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
会
と
建
設
的
な
対

話
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
９
９
９
年
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
選

択
議
定
書
が
可
決
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
委
員
会
は
、
差
別
を
受
け
て
い
る

と
確
認
さ
れ
、
か
つ
、
利
用
で
き
る

す
べ
て
の
国
内
的
救
済
措
置
を
尽
く

し
た
女
性
個
人
や
集
団
か
ら
の
申
立

て
に
対
応
す
る
権
限
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

政
府
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
を
実
行
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
３
つ
の
主
要
な
ス

テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

１　

法
律
・
政
治
・
習
慣
に
お
け
る

差
別
撤
廃

２　

法
的
お
よ
び
実
質
的
な
平
等
の

達
成

３　

女
性
の
す
べ
て
の
権
利
へ
の
Ｃ

Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
適
用

１　

差
別
撤
廃

　

政
府
は
法
律
・
政
治
・
習
慣
が
女

性
を
差
別
し
な
い
こ
と
を
保
証
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

女
性
が
車
の
運
転
を
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
法
律
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
違
反

し
て
い
ま
す
。
女
性
が
男
性
と
同
等

女性や少女にとっての女性差別撤廃条約とは
女
性
差
別
撤
廃
条
約
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
は
、
女
性
の
た
め

の
国
際
人
権
条
約
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
女
性

や
少
女
に
と
っ
て
、
こ
の
条
約
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
幹
事
で
、
長
年
に

わ
た
り
女
性
の
人
権
問
題
に
携
わ
っ
て
い
る
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
・
ラ
ン
バ
ー
ト
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
　
（「
コ
モ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ン
」　

号
よ
り
抜
粋  

１３７

　
　
　

翻
訳
協
力

：

コ
モ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ン
翻
訳
チ
ー
ム
）

オーストラリアYWCA総幹事
キャロライン・ランバート

　
　

　１９９９年には女性差別撤廃条約に一層実効

性を持たせる「選択議定書」が国連で採択

された。条約と議定書がセットで働くこと

で、条約は生きる。

　１面で紹介したとおり、女性差別撤廃条

約は１８５カ国が批准しており、そのうち９６

カ国が「選択議定書」を批准している。し

かし日本は選択議定書を批准していない。

先進国で批准していないのはアメリカと日

本の２カ国のみ。アメリカは本体の条約さ

え批准していないが、オバマ大統領は条約

の批准を選挙の公約に掲げた。（参考：０９

年３月１３日付け朝日新聞）

　議定書では、個人または集団が、国によ

る条約違反によって被害を受けた場合、国

連の女性差別撤廃委員会に通報できる個人

通報制度等を定めている。

　国際婦人年連絡会（日本YWCA加盟）は

「選択議定書の批准は、日本における女性

差別撤廃への取り組みを強化し、男女共同

参画社会の形成を促進するものです。第５

回報告の勧告にあるように議定書の批准は

我が国の司法の独立をおかすものではあり

ません。すみやかに批准するよう要望しま

す」とする要望書を２月１７日に内閣総理大

臣に提出した。 （編集委員会）

CEDAW
国連採択３０周年

条約とセットで働く「選択議定書」

日本は未批准
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蝓
（
２
面
よ
り
続
く
）

書
で
は
扱
わ
れ
な
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
や
議
論
の
的
と
な
る
問
題
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ほ
う
が
浮
き
彫
り
に
し
や

す
い
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

シ
ャ
ド
ウ
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
さ
れ

る
と
い
う
認
識
が
、
多
く
の
場
合
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
り
、
政
府
は
よ
り

正
確
な
報
告
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
は
、
政
府
に
よ
る
報
告
書

の
矛
盾
や
不
備
が
シ
ャ
ド
ウ
レ
ポ
ー

ト
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で

す
。

　

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
活
動
と
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
大
い
に

貢
献
で
き
ま
す
。
私
た
ち
女
性
に

と
っ
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
変
革
へ
の

手
段
で
す
。
私
た
ち
は
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で

活
動
す
る
女
性
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
経
験
を
結
集
し
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
会

員
や
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
女
性
た
ち
の
た
め
に
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
幹
事
レ
イ

ラ
・
デ
ィ
ア
ブ
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
女

性
に
と
っ
て
な
ぜ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
大

事
か
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

ル
ダ
ン
の
憲
法
で
は
、
男
性

と
女
性
は
平
等
な
権
利
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
憲
法
は
、
女

性
が
暴
力
を
受
け
ず
に
自
由
に
生
き

る
権
利
を
与
え
て
い
ま
せ
ん
。
社
会

的
慣
習
に
よ
り
、
家
産
の
相
続
は
男

性
に
制
限
さ
れ
、
女
性
は
割
り
当
て

ら
れ
た
相
続
分
、
特
に
財
産
を
、
兄

弟
の
た
め
に
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い

圧
力
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、

女
性
へ
の
暴
力
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
、
他
の
女

性
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ

の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
に
参
加

し
、
ヨ
ル
ダ
ン
当
局
が
、
ど
の
よ
う

に
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
経
済
的
公

正
を
扱
っ
て
い
る
の
か
を
審
査
す
る

シ
ャ
ド
ウ
レ
ポ
ー
ト
を
発
行
し
ま
し

た
。

　

こ
の
報
告
に
よ
る
と
、
市
民
社
会

は
公
に
し
に
く
い
問
題
に
直
面
し
て

い
る
女
性
た
ち
の
声
を
拾
い
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

市
民
社
会
は
意
思
決
定
者
と
ロ
ビ
ー

活
動
を
行
っ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
で

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
回
数
を
増
や
す
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
政
府
に
対
し
女
性
と

少
女
の
法
的
権
利
を
改
善
さ
せ
、
さ

ら
に
、
よ
り
よ
い
保
護
を
す
る
よ
う

要
求
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
経
済
公
正
に
反
す
る
法
律

に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
の
に
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
は
効
果
的
だ
と
、
私
た
ち
は

感
じ
て
い
ま
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
は
、
欠
陥
の
あ
る
法
律
の
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
女
性
た
ち
と
関
わ
る
活

動
を
実
施
し
、
ま
た
女
性
虐
待
お
よ

び
幼
児
虐
待
に
重
点
を
お
い
た
法
律

相
談
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
の
バ
カ
ア
・
パ
レ

ス
チ
ナ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
あ
る
、
ヨ

ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
写
真
右

下
）
で
は
、
女
性
の
意
識
を
高
め
、

女
性
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
促
し

て
い
ま
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
、

女
性
の
保
健
・
教
育
・
家
族
計
画
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
増

　
　
　

Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
第　

条
は
、
締
約

１３

国
に
、
経
済
お
よ
び
社
会
生
活
に
お

け
る
女
性
に
対
す
る
差
別
を
な
く
す

た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
は
、
女
性
の
経
済
活
動
に
お
け
る

公
正
さ
を
支
持
す
る
経
験
を
生
か
し
、

ヨ
ル
ダ
ン
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
シ
ャ
ド

ウ
レ
ポ
ー
ト
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

や
し
、
収
入
に
結
び
付
く
ス
キ
ル
の

取
得
を
目
指
し
ま
す
。
貧
困
の
せ
い

で
た
く
さ
ん
の
女
性
が
、
生
活
に
お

い
て
社
会
的
・
精
神
的
・
身
体
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
」。

　
　
　

イ
ラ
・
デ
ィ
ア
ブ　

ヨ
ル
ダ

ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
幹
事
は
「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｗ
の
実
現
へ
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
へ
の

参
加
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
女

性
が
直
面
す
る
障
害
を
克
服
す
る
方

法
を
明
ら
か
に
す
る
助
け
に
な
り
、

実
り
多
い
経
験
で
し
た
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
の

た
め
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
地
域
レ
ベ
ル
と

世
界
レ
ベ
ル
の
両
方
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
す
で
に
、
女

性
問
題
を
扱
う
た
め
に
ア
ラ
ブ
世
界

に
設
立
さ
れ
た
、
半
官
半
民
の
組
織

の
一
つ
で
あ
る
女
性
の
た
め
の
ヨ
ル

ダ
ン
国
民
評
議
会
と
強
固
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
国
民
評
議
会
の
会
員
で
、

ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
シ
ャ
ド
ウ
レ

ポ
ー
ト
作
成
を
手
助
け
し
た
ム
ナ
・

マ
カ
ム
レ
弁
護
士
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加

に
よ
り
、
報
告
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

政
府
の
説
明
責
任
と
透
明
性
が
増
し

ま
す
。
こ
う
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の

国
内
実
施
を
促
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

女
性
の
生
活
向
上
に
と
て
も
大
事
な

ス
テ
ッ
プ
で
す
」。

　

人
は
、
見
返
り
が
な
い
と
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
働
き
か
け
る
の
は
愚
か
だ
と
考
え
る
。
キ
リ
ス
ト
は

何
の
見
返
り
も
な
い
の
に
、
人
間
の
罪
を
負
っ
て
十
字
架
で
死
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
に
示

さ
れ
た
無
償
の
愛
、
限
り
な
い
赦
し
、
こ
こ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
見
返

り
を
求
め
な
い
で
仕
え
る
。
実
際
、
ま
っ
た
く
見
返
り
の
な
い
働
き
は
な
い
。
誰
か
の
役
に
立
て
ば
喜
ん

で
も
ら
え
る
。
救
助
す
れ
ば
助
か
る
人
が
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
で
罪
び
と
の
身
代
わ

り
に
死
ん
で
人
々
の
罪
を
償
っ
た
が
、
肝
心
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
人
間
た
ち
が
、
私
の
罪
の

た
め
で
は
な
い
と
関
わ
り
を
拒
ん
だ
。
正
面
か
ら
「
真
実
」
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
と
、
人
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
。

　

時
に
、
十
字
架
の
イ
エ
ス
の
思
い
を
知
る
こ
と
が
あ
る
。
助
け
よ
う
と
し
た
行
為
が
一
層
困
難
な
事
態

に
追
い
込
む
と
き
。
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
た
い
と
寄
り
添
う
ほ
ど
溝
が
深
く
な
る
と
き
。
報
い
を
求
め
な

い
で
仕
え
る
難
し
さ
の
只
中
で
、
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
が
共
に
居
ら
れ
る
と
気
づ
く
。
主
は
、
私
よ
り
先
に

こ
の
憂
い
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
こ
の
道
を
行
か
れ
る
。
こ
ん
な
大
き
な
喜
び
は
な
い
。

 

榮
ま
り
子
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
無
任
所
補
教
師
・
札
幌
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
）

「
わ
た
し
の
兄
弟
で
あ
る
こ
の
最
も
小
さ
い
者
の
一
人
に
し
た
の
は
、
わ

た
し
に
し
て
く
れ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
」。

 

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書　

章　

節
）
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　日本YWCAビジョン２０１５委員

会からの提案で、２月２０日に１０

の女性団体が呼びかけ団体とな

り、表題の院内集会とロビイン

グを行った。当日は８０名の参加

者と数名の国会議員の参加を得、

報道機関も入り、衆議院第一議

員会館の会議室は満席になった。

　冒頭、呼びかけ人代表として

石井摩耶子さん（日本YWCA会長）が挨拶し、「平和憲法・いのち・暮

らしが大切に扱われているとは言えない今、心ある議員と女性の皆さま

で課題を確認し合い、協力・連帯の絆を強めたいと願います」と思いを

込めて話された。次に高田健さん（許すな！憲法改悪・市民連絡会）よ

り、国会における憲法９条改悪問題関連の動きについてお話をいただき、

①明文改憲運動の挫折から、解釈改憲路線への自民党の転換②ソマリア

沖への自衛隊派兵の口実の嘘と恒久法への誘導③水面下での憲法審査会

始動への動き（国民投票法実施等の予算６４億円計上など）への警戒が必

要であることの状況などが語られた。

　集会の結実として以下の内容の要請文を採択した。「①海上自衛艦の

ソマリア沖派遣に反対します。自衛隊海外派兵恒久法・海賊対策新法を

制定しないでください。②憲法改悪を進める憲法審査会を始動させない

でください。③雇用の安定・医療や福祉・教育などを充実させ生存権を

守る政治を要望します」。

　集会の終了後参加者は、憲法前文の抜粋を冒頭に掲げたこの要請書を

携え、１０のグループに分かれ、主に自民・民主・公明の女性議員の部屋

を訪問した。議員に会えることは少ないが、私たちの思いや願いを直接

立法に携わる人たちに伝える貴重なチャンスである。たくさんの団体や

個人と、同じ思いに結集できたことを喜び、お互いにエネルギーと勇気

を増し加えられたこの企画が実現できたことを、協力してくださったす

べての方に感謝したい。 ビジョン２０１５委員長　藤原玲子


